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０．はじめに

本稿は先に発表した研究ノート「物質に宿る記憶―リヒャルト・ゼーモンの「ムネーメ」研究
のために―」と論文「「ムネーメ」研究序論―リヒャルト・ゼーモンの生涯―」�2� に続き、ゼー
モンが「ムネーメ」理論を構築する際に参照した記憶に関する議論、特にエーヴァルト・ヘーリン
グの講演を概観し、さらにゼーモン自身の「ムネーメ」理論について、その枢要な部分を紹介する
ものである。

本稿は、今後も執筆を予定している一連の論文の最初のものである。「ムネーメ」理論の展開に関
する詳細な分析、同時代の他の論者たちの反応を含めたその意義の評価、ならびにその広範な影響
のトレースについては、次稿以下に譲る。

ゼーモンが「ムネーメ」理論を最初に提示したのは、著書『有機的事象の変遷における保存原理
としてのムネーメ』（Die Mneme als erhaltendes Prinzip im Wechsel des organischen Geschehens. Wilhelm 

Engelmann, Leipzig 1904）においてである。著書『ムネーメ』�3� は、その第２版が1908年に、大幅に
手を加えた第３版が1911年に、第３版を踏襲した第４版ならびに第５版の合同版（ゼーモンの死

（1918年）後の版）が1920年に出版され、1921年には第３版が英訳されている。本稿で用いたのは、
1904年の初版である。

なお筆者が本研究に関して科学研究費による補助を獲得し、ゼーモンの著書を紹介しようとして
いた矢先、岩波書店の〈名著精選〉シリーズの中の『無意識と記憶』において、ゼーモンの『ムネー
メ』初版の一部が邦訳された。�4� 同じ巻にフランシス・ゴールトンとダニエル・L・シャクターの著
書からの抄訳をも掲載する必要からか、岩波版では、全４部16章からなるゼーモンのオリジナルの
うち、冒頭第１部に当たる３章のみが訳出されている。この３つの章だけで確かに「ゼーモンの主
張を端的に理解」�5� することは可能であるが、第４章以降も数多くの理論的展開や興味深い記述があ
るので、次稿以下で適宜取り上げる。また、ゼーモンのテルミノロギーには―学問上のメンター
であったエルンスト・ヘッケルにおいてと同様―独自の造語が多いので、オリジナルのドイツ語
を添えて本稿読者の理解の一助とした。�6

本稿では、岩波版では訳出されていない『ムネーメ』の「まえがき」にも注目し、そこで言及さ
れているエーヴァルト・へーリングの重要な講演について、第２節で詳細に取り上げる。へーリン
グの講演は、ゼーモンの「ムネーメ」理論の前史として、記憶の問題に画期を成すものであり、こ
の講演なくしてゼーモンの著書は成立しえなかったと考えるからである。

記憶、エングラム、エクフォリー
―�ヘーリングからゼーモンへ�―�1

福　元　圭　太
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１．「まえがき」

ゼーモンの「まえがき」は、有機体の世界における「何らかの形の再生（Reproduktion）」の問題
を「統一的な視点」で記述しようとすることは、決して新しい思想ではない、という記述から始ま
る（M-III）。�7� ゼーモンによれば、多くの哲学者や自然研究者がこれまでに、人間や高等な動物にお
ける「何らかの形の再生」の能力を、記憶（Gedächtnis）とのアナロジーで論じてきたからである。
例えばチャールズ・ダーウィンの祖父であるエラズマス・ダーウィンは、その『ズーノミア、ある
いは有機的生命の法則』�8�の第39節で、この考え方を展開しているし、フランスの心理学者リボーは
著書『遺伝』において、「遺伝とは、その種における特殊な記憶の一種であろう（eine Art spezifisches 

Gedächtnis der Gattung sei）」�9�（M-III）と書いているからである。
しかしゼーモンが独自の「ムネーメ」理論を打ち立てる直接の契機となったのは、1870年５月30

日に生理学者エーヴァルト・ヘーリングがヴィーンのアカデミーで行った講演、「有機的実体の一般
的能力としての記憶について」�10�であった。この講演でヘーリングは「遺伝（Vererbung）、習慣

（Gewohnheit）ならびに訓練（Übung）による再生能力（Reproduktionsvermögen）」が、「意識的な
記憶（bewußte［s］ Gedächtnis［�］」によるそれと明らかに一致していることを示唆した、とゼーモン
は述べる（Vgl. M-IV）。ただしヘーリングは、あくまでこの一致―先走って言うなら、「遺伝や習
慣や訓練」によって有機体に同じような形態や行動が再生されることと、いわゆる「ものごとを意
識的に覚える」という意味の記憶との一致―を示唆した

4 4 4 4

だけであって、これが単なるアナロジー
4 4 4 4 4 4 4 4

ではない
4 4 4 4

ことの証拠を徹底的に分析し、提示することはなかった（Vgl. M-IV）。端的に言えば、ゼー
モンが目指したのはヘーリングが行わなかったこと、つまり有機体における再生能力と広義の記憶
との一致が単なるアナロジーではなく

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

、有機体一般に当てはまる法則であることを「ムネーメ」理
論をもって証明することであったと言えよう。

へーリング以外にこの問題を考察したものとして、ゼーモンはサミュエル・バトラーの『生命と
習慣』�11（1878年）を挙げている。この本の執筆当時、バトラーはヘーリングの講演のことを知らな
かったようで、バトラーが初めてへーリングに触れたのは、1880年の著作『無意識の記憶』�12�にお
いてである。バトラーの1878年段階の考えをゼーモンは、「進歩ではなく、むしろへーリングより
後退している」（M-IV）と批判している。

1880年台の初頭以来、遺伝に関する議論は盛んになったが、細胞の核分裂（Karykinese）の詳細
が知られ始め、発生学的な胚の形態学的観察が精緻になるにつれ、へーリングの影響は徐々に縮小
していった。遺伝は記憶の一種であるとするヘーリングのアイディアも、言及されるとしても「的
外れのアナロジーにすぎない」（nichts weiter als entfernte Analogien）（M-V）とされたのである。

へーリングの「天才的な」（M-VI）アイディアは、アウグスト・フォレル、エルンスト・ヘッケ
ル、エルンスト・マッハ、ヴィルヘルム・オストヴァルトら、同時代の代表的な科学者たちに明ら
かな影響を与えたが、彼らはこのアイディアを理論化することが自らの使命であるとは考えなかっ
た。ゼーモンは、へーリングのアイディアに欠けているのは「証拠」（M-VI）であると言う。「ム
ネーメ」理論をもってゼーモンは、再生が単なる反復ではなく、有機体独自の記憶とでもいうべき
もの、すなわち「ムネーメ」によるものであるということの証拠を提示しようとするのである。

ゼーモンは自らの著書の課題を以下のようにまとめている。

私は本書の本来的な課題を、純粋な生理学に基づきムネーメ的再生現象（mnemische［�］ 
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Reproduktionserscheinungen）を分析すること、およびそれに関連して、これまでずっと粗笨に
扱われてきた刺激の生理学（Reizphysiologie）を構築することであると理解している。（M-VI）

以上のようにゼーモンの『ムネーメ』は、特にヘーリングによる「遺伝は記憶の一種である」と
いうアイディアが単なるアナロジーではなく、有機体一般に通用する法則であることを、生理学的
な分析や例示を通して理論化し、その「証拠」を提示しようとしたものであると言えるであろう。
ただし、遺伝を記憶の問題に帰す場合、どうしても獲得形質の次世代への遺伝という「ラマルク主
義」の隘路に至らざるを得ない。この問題はさておき、まずゼーモンが取り上げたのは、有機体の
個体発生（Ontogenese）における、つまり個々の有機体がその成長過程で遭遇する、ムネーメ的現
象の分析であった。第１章でゼーモンは、上記引用のなかの「刺激の生理学」について整理を行い、
第２章において、個別発生における「ムネーメ」理論を独自のテルミノロギーで構築しようとする。
しかしその前に、ヘーリングの講演の詳細を追うことから始めたい。

２．エーヴァルト・ヘーリングの講演

へーリングは講演の冒頭、自然研究者（Naturforscher）が専門領域を超えて哲学的な思弁へと赴
く危険性を自戒しながらも、この講演ではその禁を犯してみると言う。へーリングがここで生理学
を越境して赴く先は心理学の領域である。へーリングはまず「生理学の研究に心理学的研究を応用
することが、単に許されている」だけでなく、それどころか後者が前者にとって「いかに必要不可
欠な補助手段であるか」�13�について述べる。動物や人間のような有機体の物質的領域の研究には、感
覚（Empfindung）や表象（Vorstellung）、感情（Gefühl）や意志（Wille）といった内的生活の生理学
も含まれるであろう。もっとも、内的生活を持たないであろう下等な有機体と、それらを持つ高等
な有機体の間に境界線は引き難い。「有機的世界の魂の存在（Beseelung）の境界がどこで引かれて
いるかということを、誰が言いうるであろう」。�14� 高等な有機体における物質的生活と精神的生活の
併存をヘーリングは「二重生活」（Doppelleben）�15�と名づけてはいるが、「生理学者が単なる物理学
者であるなら」�16―つまり精神生活は物理・化学的に還元可能であるという立場をとれば―、有
機体は単なる物質（Materie）にすぎないことになる。�17� この物理学者としての生理学者である者、
つまり機械論者にとって感覚や感情は「複合物質」（Stoffkomplex）�18�にすぎず、それらは「歯車が回
転しているだけの機械運動」�19�にすぎない。

ヘーリングはしかし、機械論者は舞台装置の機械的な動きを研究し、舞台上の芝居を書き割りの
後ろから見ているようなものであって、「全体の意味」（der Sinn des Ganzen）�20�を見逃していると言
い、「全体の意味」を把握するため、生理学者も観客席の側へ席を移してみてはどうかと提案する。
その際、生理学の補助手段となるのが心理学である。「意識的な生が身体の命運（Geschicke）に左
右されていること、また反対に身体がある程度その意志に従属していること」�21、つまり心身の相互
関連性については、生理学者自身も素朴な内観によって知っているはずである。そうであるなら「こ

4

れら精神的なものと物質的なものの相互的な依存性
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

」（diese gegenseitige Abhängigkeit zwischen Geistigem 

und Materiellem）�22�に法則性があるのではないか、とヘーリングは問う。意識現象が有機的実体の物
質的変化の機能であるとすれば、反対に脳内の物質的機能は、意識現象の機能であるということに
なるであろう。

へーリングはここから、有機体の基本的機能である記憶
4 4

（Gedächtnisse）ないし再生能力
4 4 4 4
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（Reproduktionsvermögen）にテーマを絞る。�23� ヘーリングの論旨をまとめると、以下のようになる。
我々は記憶を「個々の表象や連続した表象を意図的（absichtlich）に再生（reproduzieren）する能
力」�24�であると理解しがちであるが、過去の表象や出来事が「不意に」（ungerufen）�25―つまりは無
意識的に―意識を満たすようなことがあれば、それも「思い出す」（gedenken）�26�ということにな
らないだろうか。したがって「記憶」という概念は、感覚や表象、感情などの「意図しない再生の
すべて」（alle nicht gewollten Reproduktionen）�27�にまで拡大すべきである。そうであれば「記憶」は、

「我々の全意識生活（bewußte［s］ Leben）の源泉（Quell）であり、同時にそれらを一つに統合して
いる紐帯（das einende Band）であるような、一種の根源的能力（Urvermögen）であると言わなく
てはならない」。�28

ヘーリングはさらに、同じ感覚刺激を繰り返し、長時間にわたって受けた際に生じる感官記憶
4 4 4 4

（Sinnengedächtnis）の場合、時間が経過したあとでも、突然同じ感覚がそのままの強度で再生され
ることがあるという現象について語る。この現象は、我々の神経システムには「物質的痕跡」（eine 

materielle Spur）�29�が、時間と空間を隔てても残っているということを意味する。この事実は「分子
ないし原子構造が変化した」（eine Veränderung des molekularen oder atomistischen Gefüges）�30�証左で
あろう。感官記憶はつまり、物理的プロセスの再生であると同時に、それに相応した心理的プロセ
ス、つまり感覚（Empfindung）や知覚（Wahrnehmung）の再生に他ならない。

ヘーリングは「記憶」の意味をさらに拡大する。我々が思い浮かべる表象
4 4

や概念
4 4

もまた、記憶の
一種であるとするのである。例えば「白い」という表象や「白」という概念は、それを経験するた
びに一種の記憶として内面化されるが、まったく同じ刺激ではなくとも、あるいは微弱な刺激だけ
で、「いわば内側から沸き起こる感覚」（so zu sagen von innen heraus entstandene Empfindung）�31�とし
て、ある種の色彩を「白い」という表象や「白」という概念として再生できるのである。
「不意に」思い出したり、「内側から沸き起こ」ったりしたりする記憶をヘーリングは、「意識の能

力というよりは、無意識の能力であるとみなすべき」�32�であると考える。それでは意識されない記憶
はどこに留まっていたのであろう。�33� いずれにせよ記憶を蘇らせるためには、同じ刺激を繰り返さ
なくても、役者を再び舞台に呼び出すような「きっかけ」（Stichwort）�34�さえあればいい。意識と無
意識の間には、例えば夜の睡眠時の無意識状態が挟まるように、大きな亀裂が挟まっている。ヘー
リングは言う。「今日の私と昨日の私を繋ぐ橋は記憶のみである」（nur das Gedächtnis spannt eine 

Brücke zwischen meinem Heute und meinem Gestern）。�35� 要するに記憶とは、その物質的なプロセス
は不可知のまま無意識のうちに蓄積され時に活性化される、意識・無意識を含めた意識生活全体の
源泉であり、意識生活を統合する紐帯であるということになるであろう。

ヘーリングが注目するのは中枢である脳だけではない。取り上げられるのは、ピアノの運指に関
する習熟である。最初は意識して指を動かしていたピアノ初心者は、習熟するといわば勝手に指が
動くようになる。�36� この「体が覚えている」状態もヘーリングは一種の記憶と言えるのではないか
とする。「我々が習慣の力（Macht der Gewohnheit）と呼ぶのは、まさにその

4 4

（= 無意識的記憶の）
力なのである」。�37

へーリングはさらに「獲得された形質の遺伝」（Forterbung von erworbenen Eigenschaften）�38�とい
う微妙な問題に言及するが、当時はまだ詳細が解明されていなかったため、説得的な議論を展開す
るには至っていない。

講演の終わり近くでヘーリングは、自分の主張を以下のようにまとめている。
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今生きている個々の有機体は結局のところ、有機的物質の無意識的記憶の産物として我々の目
の前に存在しているのではないか。この有機的物質は、常に成長しつつ、また常に分裂しつつ、
絶えず新しい物質を同化しながら、また不要な物質を無機的世界に返還しながら、新しいもの
を絶えず自らの記憶に格納し続け、その記憶を幾度も繰り返して再生（reproduzieren）しなが
ら、生き延びる時間に比例して自らをますます豊かなものに形成してきたのである。�39

系統発生とはこのような「思い出の連鎖」（eine fortlaufende Kette von Erinnerungen）�40�であり、目
の前にある現在の個体はその鎖の最後の環（Endglied）�41�なのである。殻から出たばかりのヒヨコは
親鳥のあとをすぐに追いかけて走るが、それにどれだけのバランス力が必要かを考えてみれば、「し
ばしば、また以前から予感されてきた」�42�この考えが間違いではないと思えるであろう、とヘーリン
グは言う。ヒヨコがまた、誕生直後に穀物の粒をつつき始める事実は、「生まれながらにして持って
いる再生能力の存在を仮定」（Annahme eines angeborenen Vermögens zur Reproduktion）�43�しなけれ
ば説明できないとする。ヒヨコがこれらを学習したのは殻の中ではなく、以前に生きていた祖先か
ら遺伝的に受け継いだものであろうと言うのである。穀物の粒を目にするという弱い刺激だけで、
生まれたばかりの個体でも餌を取るという行動が誘発される。これは「本能

4 4

の現れと見なすべき」
（als Äußerung des Instinktes anzusehen）�44�であり、そうであるなら本能は「有機的物質の記憶ないし
再生能力の現れ」（als Äußerung des Gedächtnisses oder Reproduktionsvermögens der organisierten 

Materie）、つまり記憶の一種であるということになる。人間の本能は、ヒヨコや、学習しなくても
網を張ることのできる蜘蛛のそれと異なるわけではあるまい。もっとも人間の場合、脳の発達に時
間がかかり、しかも高度に発達するので、人間の脳は生まれたばかりの時点では、ヒヨコや蜘蛛の
それより「ずっと幼弱」（viel jünger）�45�なのである。「動物は生まれながらにして老獪で、その行動
もまた老獪である」（Das Tier wird altklug geboren und handelt sogleich auch altklug.）。�46� それゆえヘー
リングは、動物の場合に本能と呼んでいたものを、人間に関しては「素質

4 4

」（Anlage）�47と呼ぶことを
提案している。

講演の最後にヘーリングは、文化における再生現象について述べる。人は口頭（mündlich）ない
し筆記（schriftlich）による文化の伝承を「人類の記憶」（das Gedächtnis der Menschheit）�48�と呼んで
きた。しかし人間の中にはもう一つの記憶が、つまり脳の実体（Gehirnsubstanz）における生得的
な再生能力が、要するに本能（ないし素質）が生きている。この本能がなければ「後代の人間にとっ
て文字も言葉�49�も単なる無意味な記号にすぎないであろう」（... wären auch Schrift und Sprache nur 

leere Zeichen für das spätere Geschlecht）。�50� 偉大な思想も文字と言葉で遺されなかったとすれば、そ
して脳の内的・外的な発達とともに次世代に伝えられなかったとすれば、それらの遺産は無駄になっ
てしまう。�51� ヘーリングの講演は、以下の文言で閉じられる。

そして、もしも脳の内的・外的な豊かな発達が、何世代も伝承されてきた豊かな理念によって
自らを成長させながら遺伝していかないとすれば、もしも高度な再生能力が、書き留められた
思想を次世代へと伝えていかないとすれば、文字と言葉は無益なものとなる。人間の意識的な
記憶は、その死とともに消え去る。しかし自然の無意識の記憶（das unbewußte Gedächtnis der 

Natur）は変わることなく誠実（treu）で消え去ることはない。そして自らの営為の痕跡を自然
に刻み付けることに成功した者のことを、自然は永遠に思い出すのである（und wem es gelang, 

ihr （=Natur） die Spuren seines Wirkens aufzudrücken, dessen gedenkt sie für immer）。�52
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３．ゼーモンの『ムネーメ』

本節以降、ゼーモンの著書『ムネーメ』の中身に入りたい。ゼーモンはまず「刺激とは何か」と
いう問題から論じ始める。『ムネーメ』冒頭は次の文で始まる。

本書の目的は刺激に伴う、あるいはより正確に言えば、興奮に伴う特殊な作用を解明すること
にある。（M-3）

刺激（Reiz）によって有機体は一種の興奮（Erregung）状態に陥る。それが有機体にどのような
「特殊な作用」を及ぼすのかということの解明が、『ムネーメ』の目的なのである。ゼーモンは刺激
あるいは興奮といった概念を正確に定義しようとする。

植物生理学者のプフェファー�53�は、一流の思索家であり研究者でありながら、簡潔な刺激の概念
を提出していないし、動物生理学者のフェアヴォルン�54�は刺激を「ある有機体に働く外的要因のあ
らゆる変化」（M-3）ないし「ある有機体の外的な生存条件に生じるあらゆる変化」（M-4）としてい
る。しかし「外的要因」や「外的な生存条件」といった定義は、刺激の概念を不当に狭めていると
ゼーモンは言う。というのも、プフェファーも指摘するように、内的な刺激、例えば「有機体内部
で作られる酵素（Enzym）や成長過程で必然的に生じる発達要因」（M-4）�55�も刺激として重要だか
らである。

ゼーモンはまず、生存条件に代えて「エネルギー状況
4 4 4 4 4 4 4

」（energetische Situation）（M-4）という術
語を提案する。物理学的にも定義されている「エネルギー状況」という概念のほうが、何が問題な
のかをより明確にできるという利点があるからである。

またゼーモンは、刺激を外的・内的な条件ないし要因の変化
4 4

と捉えることに反対する。それでは
刺激とは何であろう。「刺激はエネルギーの特殊な働きと定義されるべきか、あるいはエネルギーの
働きの変化

4 4

と定義されるべきか」（M-5）。「変化」はエネルギーの働きの新たな出現、強度の変動、
または消失を意味するであろう。ゼーモンは刺激を前者、つまり「エネルギーの特殊な働き」と定
義する。というのも「エネルギーの働きの変化

4 4

」と言った場合、以下のような問題が生じるからで
ある（Vgl. M-5）。

 （1）手の平に100グラムの分銅を載せ
 （2）１分後にさらに100グラムの分銅を追加し
 （3）その１分後にそれら200グラムの分銅を取り除く、という実験をする。

それぞれの「変化」が生じてすぐに有機体を取り巻くエネルギー状態は再び安定してしまい、もは
や「変化」は生じず、有機体に働く要因も変わらない。したがって「変化」が起こった後、数十秒
続くであろう負荷を、もはや刺激と呼ぶことはできないのである。

しかし前者、つまり「エネルギーの働き」そのものを刺激と呼ぶ場合は、「分銅の負荷そのもの」
を刺激と呼ぶことができる。この刺激は同上の実験では１分間持続する。２分目に分銅が追加され
たことで負荷が２倍になり、感覚反応も強くなる。

このように、「刺激の変化」ではなく、「変化した刺激」を「新たな刺激」と呼ぶなら、興奮、反
応は１分間持続するのである。３分目で分銅を取り除くと、刺激はなくなり、興奮も感覚反応も消
失する。本来の意味で持続すると言えるのは「刺激によって有機体の内部に新たに生み出された状
態」（M-7）だけである。この状態が、それを生み出した新たなエネルギー状況が変わらない限り持
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続するのである。生理学者たちは従来、例えば光量の増大や減少が、つまり刺激の変化
4 4

が、植物や
動物に対して刺激として働くとしばしば言ってきた。ゼーモンはその代わりに「弱い光が、植物に
対して働く刺激は、より強い光によるそれとは異なる」（M-8）、換言すれば「弱い光と強い光」は
植物や動物に対して「異なる刺激として働く」と言うべきであるとする。

このような刺激の定義に合わせて、有機体の反応（Reaktion）の定義も変更を迫られる。反応と
はすなわち、それまでの状態からの極めて短い時間に生じる「変化

4 4

」ではなく、「変化の生じた状態
4 4 4 4 4 4 4 4

そのもの
4 4 4 4

」（die veränderten Zustände selbst）（M-9）であることになる。もっとも反応は、たいていの
場合、見かけ上は静止している。ただしエネルギー状況には変動が起こっているはずである。一定
の同じ速さで変動が進行しているので、あたかも状態に変化がないかのように見えるのである。

ゼーモンはこのようにまとめている。刺激とは「有機体に対するエネルギーの働き」（eine ener-

getische Einwirkung）を意味し、それが有機体を構成する「被刺激性実体」（d［ie］ reizbare［�］ Substanz）
に一連の複雑な変化を惹起する。この変化した有機体の状態は、刺激が続く限り継続する。この状
態は「興奮状態」（Erregungszustand）と呼ばれる。そして興奮に引き続いて起こる現象を、「刺激
に対する有機体の反応」（Reaktionen des Organismus auf den Reiz）と呼ぶ（Vgl. M-12）。

これらの反応は複雑で、そこにエネルギー保存則を見て取るのも容易ではないと譲歩しながらも
ゼーモンは、反応ないしは刺激の働きに応じた有機体の状態変化を三つの観点に分類している。

１．化学反応としての代謝（Stoffwechsel）
２．運動や成長の状態に現れる形態の変化（Formwechsel）、そして
３．感覚の状態としての意識領域［における変化］（Bewußtseinssphäre）

である（Vgl. M-15）。３番目の意識領域は、自分自身のそれについてのみ、つまり内観によっての
み観察可能で、他の有機体については、派生する反応、例えば運動反応（＝筋肉運動）や、涙腺・
唾液腺等の分泌活動などから、間接的に類推することしかできない。

刺激による作用が消失するまでの時間に関してもゼーモンは共時的
4 4 4

（synchron）作用と付随的
4 4 4

（akoluth）�56�作用に区分している。
「刺激が止んだ直後ないしはほぼ同時に消失する［…］刺激の作用を、刺激の共時的

4 4 4

作用」（M-15 

f.）と呼ぶ。これは、刺激がやむと同時に、ないしごく短時間で、有機体が刺激の出現以前の状態に
復帰することを指す。もっとも「同時」といっても、その同時性はそれほど厳密ではなく、少し時
間的なずれがある場合が多い。

刺激の「残効」（Nachwirkungen）とは、例えば刺激が非常に強かったり、長時間であったりする
場合に、刺激が止んでから元の状態に復帰するまでにしばらく時間が必要になることを指す。「残
像」（Nachbilder）や「残響」（Nachtöne）などがこれに当たる。これらは共時的作用と明確には弁別
できないが、あえて命名するなら、「このような残効作用を［…］刺激の付随的作用

4 4 4 4 4

」（M-16 f.）と
なるであろう。ただし、有機体の状態が形態学的に変形してしまい、元の状態に復帰しない場合は、
この限りではない。例えばギマという魚は、刺激を受けると腹側と背中側の棘を立てるが、その角
度で棘が固定されてしまい、元には戻らない。また野生のブドウの蔓は特定方向に誘引される（力
学的刺激を受ける）と、曲がったり渦巻いたりして、元には戻らない。

このようにゼーモンは、刺激を受けた後に有機体が「元の状態に戻る」ことを重視しているが、
一旦刺激を受けた後に完全に以前の状態に戻るわけではない
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことが、「ムネーメ」理論の枢要を成
す。これこそが有機体に宿る記憶、つまり「ムネーメ」を意味するからである。

あまり先走りせず、さらにゼーモンの論旨を追ってみよう。ゼーモンは「元の状態」を二つに分
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ける。一次的平衡状態（d［er］ primäre［�］ Indifferenzzustand）と二次的平衡状態（d［er］ sekundäre［�］ 

Indifferenzzustand）である（Vgl. M-18）�57。端的に言って一次的平衡状態とは「刺激の出現以前の有
機体の状態」（d［er］ Zustand vor Eintritt des Reizes）、二次的平衡状態とは「刺激の消失後に復帰し
た状態」（der［Zustand］ … nach Aufhören des Reizes）（M-18）を指す。この二つの状態を同一と見な
すことは厳密に避けられなければならない。ゼーモンが強調するのはまさに、「反応能力

4 4 4 4

（Reaktionsfähigkeit）に関しては」、一次的沈静平衡状態と二次的平衡状態は、ほとんどの場合同一で
はないということだからである。ゼーモンの見解ではこのことこそ、「刺激の生理学や進化の理論に
とって根本的な意味を持つ」（M-19）のである。

４．エングラム（Engramm）

二次的平衡状態に移行した後でも、有機体は一見すると一次的平衡状態に復帰したかのように見
えるが、それは誤りであるとゼーモンは言う。重要なのは、二次的平衡状態に移行した有機体の刺
激性実体には永続的な変化が生じているということである。この永続的な変化をもたらす刺激の作
用を、ゼーモンは「エングラフィー作用」（engraphische Wirkung）と呼ぶ。これは有機的実体に刺
激が「言わば刻み込まれ（sich eingraben）、書き込まれる（sich einschreiben）」（M-20）ことを意味
する。また、このようにして生じた有機的実体の変化は、当該刺激の「エングラム」�58�と呼ばれる。
そして、ある有機体が遺伝的に受け継いだり、あるいはその個体の生涯において新たに獲得したり
したエングラムの総和を、その有機体の「ムネーメ」（Mneme）と呼ぶのである（Vgl. M-20）。ま
た、ある特定のエングラム、あるいはその総和が原因になり、様々な現象が有機体に生じるが、そ
れらを「ムネーメ的現象」（mnemische Erscheinungen）と総称する（M-21）。

ゼーモンが挙げる「ムネーメ的現象」の卑近な例を引く。�59� 人間からひどい仕打ちを一度も受け
たことがなかった子犬が、子供たちから石を投げつけられたとしよう。その際、石を手に取ろうと
して身をかがめ、それを投げつける人間に対する「視覚刺激」（a グループとする）と、当った石に
よる皮膚の痛みが惹起する「感覚刺激」（b グループとする）が生じる。刺激グループ a, b は、共に
エングラフィー作用を有している、つまり記憶として有機体に書き込まれてしまうのである。当該
刺激の共時的および付随的作用が止んだあと、有機体であるこの子犬には同様の刺激に関して永続
的な変化が生じている。つまり、a グループである視覚刺激が生じただけで、この個体は尻尾を巻
いて、それもしばしば痛みのために鳴き、吠えながら逃げ去るようになるのである。「刺激グループ
b に属している反応は、以降は、この同じグループの刺激によって誘発されるだけではなく、刺激
グループ a によっても誘発される」（M-24）ことになる。これは、日本で暮らしているほとんどの
人の場合、梅干しを見るだけで唾液が出る現象と同じである。�60� 言うまでもなくこれは「パブロフ
の犬」の原理であるが、1884年から1886年までドイツに留学したパブロフがいわゆる「パブロフの
犬」の実験を行ったのが1902年であることを考えると、ゼーモンもこの条件反射実験のことを知っ
ていたと思われるが、『ムネーメ』では言及されていない。�61

さて、一次的平衡状態においては、刺激グループ b に呼応する共時的な興奮状態である「痛み」
は、刺激の出現によってのみ惹起される。しかし二次的平衡状態に移行した後では、刺激グループ
b だけでなく、他の影響、つまり刺激グループ a によっても「痛み」は惹起され、再活性化される、
つまり「石を拾う人間を見ただけで痛い」ということである。このような影響をゼーモンは「エク
フォリー」（Ekphorie）と呼び、それが刺激特性を持っている場合には「エクフォリー刺激」
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（ekphorische［r］ Reiz）（M-24）と名づける。この術語は古代ギリシア語の έκφέρειν（ekphérein）に
由来し、ドイツ語では hervorbringen、つまり「もたらす、喚起する、召喚する」を意味する。「刺
激が記憶内容を再現すること」を表すのである。

ゼーモンは、一次的平衡状態にある有機体に作用する刺激を「原刺激」（Originalreiz）と、またそ
の刺激に付随する興奮状態を「原興奮」（Originalerregung）（M-25）と呼んでいる。原刺激が惹起し
た共時的ならびに付随的作用が一旦止んだのち、原刺激がエングラフィー作用による変化を残した
かどうかを知るためには、原刺激とは量的ないし質的に異なる別の刺激によって、二次的平衡状態
においても原興奮と同様の状態が惹起されるかどうか、を見極める必要がある。先ほどの子犬の例
で、痛みを経験する前（一次的平衡状態）とあと（二次的平衡状態）の犬の行動を比較すれば、犬
の逃避行動が原刺激（視覚刺激＋感覚刺激）とは量的ないし質的に異なる別の刺激（単なる視覚刺
激）によって惹起されることが分かるであろう。ゼーモンによれば、このような事例は、他の無数
の哺乳類、鳥類、爬虫類、昆虫類、甲殻類、おそらくは高次の頭足類でも起こるという。

ゼーモンはこれまでの論述を、以下の４点に整理している。

1）� 刺激 a は、原刺激としては、興奮 αのみを誘発する。
2）� 刺激 b は、原刺激としては、興奮 βのみを誘発する。
3）� 興奮（α + β）は、原興奮としては、刺激（a + b）のみによって誘発される。
4）� �興奮（α + β）は、ムネーメ性の興奮としては、つまり、刺激（a + b）がすでに作用し、エ

ングラム（A + B）が産出されたあとでは、エクフォリー刺激としての刺激 αだけで誘発さ
れうる。� （M-25 f.）

発達段階が低次に留まっている動物、植物、原生生物等に関して、このような例を見出すことは
難しい。しかしゼーモンは、ダヴェンポートとキャノンによるミジンコを用いた実験でも、これが
実証されたことに言及している（Vgl. M-26 f. 欄外注１）。ミジンコは光刺激に対し陽性の走光性反
応を示すが、これがエングラムを形成し、以降は原興奮の４分の１の光量の刺激だけで同じ走光性
を示したのである。

ここからゼーモンは、刺激の量的観点を考慮して、先ほどの４点を以下のように書き変えている。

1）� 刺激 a/2は、原刺激としては、興奮 α/2のみを誘発する。
2）� 刺激 a は、原刺激としては、興奮 αのみを誘発する。言い換えれば：
3）� 興奮 αは、原興奮としては、刺激 a のみによって誘発される。
� � � � � 　　　　　　　　　　　　　　　 それに対して
4）� �興奮 αは、ムネーメ性の興奮としては、すなわちすでに刺激 a によってエングラム A が産

出された後では、刺激 a/2というエクフォリー刺激のみで誘発される。（M-28）

もっとも、理想的な一次的平衡状態にある有機体を想定することは難しい。地面から芽を出し、
陽の光を浴びたばかりの胚芽や、殻を破って出てきたばかりのヒヨコはタブラ・ラサの状態である
かのように思われるが、ゼーモンによればそれらも「すでに［祖先が］個別的に獲得したエングラ
ムの総和」（M-29）を遺伝的に背負い込んでいるからである。

エングラフィーとして作用する刺激としてゼーモンは、力学的刺激、屈地性（geotropisch）�62�の刺
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激、音響的刺激、光刺激、熱刺激、電気的刺激、化学的刺激などを挙げている（磁気的刺激はおそ
らくないとしている）（Vgl. M-33）。また、未知のエネルギーの刺激もありうるとして、それまで知
られていなかった放射線（X 線）の発見について言及している。�63

また、エングラムが形成されるためには、刺激が一定の閾値を超えなければならない（最低限あ
る一定以上の強さと作用時間が必要である）こと、また、連続性・非連続性という要素も考慮しな
くてはならないことに注意を促している（Vgl. M-33）。

刺激を受ける有機体が置かれているエネルギー状況―例えば位置エネルギー、体積エネルギー、
運動エネルギー、熱エネルギー、放射エネルギーなど―はしばしば複合的であるため、どれか一
つだけを変化させて刺激を与えることは困難であることも、ゼーモンは認めている。例えば太陽光
を遮断する刺激においては、熱をもたらす赤外線だけでなく、光の影響や、化学的影響をもたらす
紫外線の影響なども変化してしまうからである（Vgl. M-35）。

さらに、同時に複数の刺激が有機体に働く場合についてもゼーモンは考察する。その場合は、複
数の刺激によって複数のエングラムが形成されるのであろうか、それとも一つに連合したエングラ
ムが形成されるのであろうか。これまでの記述から明らかなように、エングラムは連合して一つに
なるとゼーモンは言う。さもないと、別の量や質の刺激によって同じ興奮が惹起されないからであ
る。まだ罰せられたことのない子犬を鞭で打つ場合、視覚的刺激と痛みを産む力学的刺激が加わる。
重要なのは、これら二つの刺激が「ある種の解き難い関係で相互に結びつく」（M-37）ことである。
鞭を見るだけでムネーメ性の興奮が現れ、犬は尻尾を巻いて、吠え、逃げる。ゼーモンは、原則と
してこのように同時に生みだされたエングラムはすべて連合し、「エングラム連合」（assoziierte 

Engramme）（M-37）を形成するとする。『ムネーメ』の中では、ゼーモン自身に生じている「エン
グラム連合」の例が再三挙げられている。それはナポリのカプリ島の光景と、ある種のオイルのに
おいとの共起である。ゼーモンはカプリ島の写真や絵ハガキを見ると、毎回ある種のオイルのにお
いを感じるらしい。ある光景（視覚的刺激）を見ると、あるにおい（嗅覚的刺激）あるいは味覚（化
学的刺激）や音楽（聴覚的刺激）が共起するということは、誰しも経験することであろう。複数の
刺激が同時的であれば、それは「同時的に生み出されたエングラム連合」（simultan erzeugte 

Engramme）であり、同時ではなく、複数の刺激が時間軸に沿って継時的に生み出されたエングラ
ムの連合である場合は、「継時的に生み出されたエングラム連合」（sukzedent erzeugte Engramme）

（M-38）と呼ばれる。これらについては『ムネーメ』第二部で詳説される。
原刺激による興奮が去ると、有機体は二次的平衡状態に至る。エングラムはそこでは、知覚でき

ない「潜在状態」（latent）（M-39）としてある。この潜在状態にあるエングラムをムネーメ性の興
奮として顕在化、つまり「再生」するためには、エクフォリーの働きが必要となる。何らかのエク
フォリーの影響を受けると、二次的平衡状態にある被刺激性実体は、一時的平衡状態とは異なる興
奮状態になることがある。というのも一次的平衡状態と二次的平衡状態の移行途中の興奮状態を呈
することもあるからである。いずれにせよ、一次的平衡状態にある有機体の刺激に対する反応と、
エングラムが潜在している二次低平衡状態にある有機体の刺激に対する反応は異なる。有機体、つ
まり「被刺激性実体は、このような興奮状態の反復に関し、異なる反応を示す傾向性」（eine ver-

änderte Disposition der reizbaren Substanz in bezug auf die Wiederholung dieses Erregungszustandes）
（M-42）を持ってしまうのである。このエクフォリーの影響によって起こるエングラムの興奮状態
は、「ムネーメ性の興奮状態」（mnemische［r］ Erregungszustand）（M-42）と名づけられる。
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５．エクフォリー（Ekphorie）

それではエングラムをいわば「解錠」し、興奮を再生するエクフォリーには、どのような種類の
ものがあるであろうか。ゼーモンはエクフォリーの働きを、まず３つの型に分けている。

１．�原刺激と同じ、またはほぼ同じ刺激がエクフォリーとして作用する場合。
２．�あるエングラムと同時またはその直前�64�に生みだされた他のエングラムの連合（つまり同時

的ないし継時的に生み出されたエングラム連合）が、当該エングラムに対し、エクフォリー
として作用する場合。

３．�特定の時間や特定の発達段階が経過したとしか言えないような状況がエクフォリーとして作
用する場合（Vgl. M-43）。

同一の刺激がエクフォリーとして作用するという１．の場合を、客観的な観察方法によって証明す
ることはできない。それがエクフォリー的に作用したのか（つまり「原刺激とは異なる」作用を及
ぼしたのか）、あるいは「原刺激がまったく同じように」作用したのかは、区別できないからであ
る。しかし、内観法で観察すれば、１．の場合もエクフォリーであることがわかる。客観的な観察方
法の場合、自分自身と異なる有機体の感覚、つまり客体の感覚は、あくまでも間接的な推論によっ
てしか知りえないし、またその推論があっているかどうかもわからない。人間の場合は間接的な推
論―特に言語による表出―によって、他者の内観を追体験することも可能であろうが、犬や猿
ならまだしも、蛙や魚の感覚や興奮を推論し追体験することは可能であろうか。ましてや無脊椎動
物などについては、痛いとか熱いとかいった人間の刺激に対する反応をそれらに類推することはで
きないであろう（Vgl. M-45 ff.）。内観の場合、「私はある体験をしたことがあり、それが再認されて
いる」という感覚が生じる（このにおいはどこかで嗅いだことがある、この絵はどこかで見たこと
がある、この音楽はどこかで聞いたことがある等々）。私は、「私という有機体には、この興奮状態
をすでに一度経験したことがあるという痕跡がある、この刺激が働いた際のエングラムがある」

（M-49）と言いうるのである。�65

またゼーモンは、刺激の閾値の低減についても注意を促している。これは、ある反応が惹起され
るのに必要となる刺激の強度と継続時間は、同じ刺激の反復によって低減し、反復の後ではもっと
弱い刺激や短時間の刺激で当該の反応が惹起されることを意味する。例えば乗馬の場合、強い圧力
刺激によって馬に特定の姿勢や運動を惹起させるのであるが、継続的に繰り返し訓練することで、
ごく弱い刺激で十分な効果が得られるようになるのである。�66� この刺激の閾値の低減は、エングラ
ムに対するエクフォリー効果が起こっていることの証左となるであろう。ゼーモンは他に、ワイン・
ソムリエが、ごく微量の化学的刺激の相違で、ブドウの種や生産年度を当てるという、「素人にはほ
とんど魔法としか（zauberhaft）思えない」（M-52）事実などを刺激の閾値の低減の実例として挙げ
ている。

第２章の終わりにゼーモンは、ムネーメ的興奮を惹起するエクフォリーをさらにいくつかに分類
している。「代替的エクフォリー」、「連合的エクフォリー」、「時間的エクフォリー」、「段階的エク
フォリー」の４つである。分類が先の３項と重複していて分かりにくいので、先の３項を再掲して
整理してから、それぞれの解説を付す。

１．�原刺激と同じ、またはほぼ同じ刺激がエクフォリーとして作用する場合で、質的に原刺激と
やや異なる場合（「代替的エクフォリー」）。

２．�あるエングラムと同時またはその直前に生みだされた他のエングラムの連合（つまり同時的



28

言語文化論究 4812

ないし継時的に生み出されたエングラム連合）が、当該エングラムに対し、エクフォリーと
して作用する場合（「連合的エクフォリー」）。

３．�特定の時間や特定の発達段階が経過したとしか言えないような状況がエクフォリーとして作
用する場合（「時間的エクフォリー」と「段階的エクフォリー」）。

「代替的エクフォリー」（vikariierende Ekphorie）は、原刺激と「質的に
4 4 4

」（qualitativ）（M-52）や
や異なる刺激が、原刺激によって作られたエングラムに対してエクフォリー効果を持つ場合である。
例えば「風景画

4

」がもとの風景そのものの表象を誘発する、ある歌われたメロディーが、もとのオー
ケストラヴァージョンを想起させる、セレンガスのにおいが腐敗した大根を想起させるといった場
合である（Vgl. M-52）。
「連合的エクフォリー」（assoziative Ekphorie）は、あるエクフォリーがエングラム A そのもので

はなく、A と連合したエングラム B に作用を及ぼす場合である。この場合、最初に B に対するエク
フォリーが働き、興奮 βを惹起するが、その後その興奮がエングラム A にも作用を及ぼすことにな
る。連合している（同時的ないし継時的）エングラムは、その連合もまた潜伏状態にある。しかし、
一方のエングラムのエクフォリーが生じると、他方もエクフォリーされるのである。�67

「時間的エクフォリー」（chronogene Ekphorie）は、刺激そのものとは言えないものの、エクフォ
リー効果を持つものである。８時と13時と20時に食事をとる習慣の人が、例えば医師の指示により、
11時と17時にも軽食を取る習慣を半年続けると、11時と17時にも強い空腹感に襲われるようになる

（Vgl. M-57 f.）。このように「時間ないし特定の長さの時間経過
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

」（die Zeit oder der Ablauf eines bestimm-

ten Zeitabschnittes）（M-58）がエクフォリー効果を持つようになることを指す。また時間的エクフォ
リーの顕著な例は月経である。動物界や植物界における「周期的」（periodisch）（M-58）な現象で
は、時間こそが反応の出現や消失を決定し、制御していると考えられる。�68� 時間の経過とは、一定
の数の生命プロセスの経過を意味するであろう。あるエングラムに対するエクフォリーの働きは、
時間経過そのものによって惹起されるのではなく、当該エングラムに連合した特定の状態が、一定
の時間経過後に出現することによって起こる。この特定の状態は、我々が起点とした時点から厳密
に決まった数の生命プロセスが経過した後に、決まって出現するという意味で、時間的に決定され
ているのである（Vgl. M-58 f.）。
「時間的エクフォリー」と似ているが、ゼーモンは別途「段階性エクフォリー」（phasogene Ekphorie）

（M-66）を設定している。これは、ある有機体がその生涯で特定の発達段階に達すること自体が、特
定のエングラムに関してエクフォリーとして働く場合を指す。これらはすべて胚の成熟段階と関係
する。例えば、男子ならひげが生えたり、喉頭が変化したり、女子なら乳腺が発育するなどである

（Vgl. M-66）。

６．おわりに

以上、『ムネーメ』に大きな示唆を与えたヘーリングの講演と、『ムネーメ』第１章における刺激
の定義、ならびに第２章で展開された「ムネーメ」理論の大枠について詳述してきた。「ムネーメ」
理論自体はそれほど複雑なものではない。有機体は刺激を受けるとそれを銘記し（engraphieren）、
エングラム（Engramm）を形成する。エングラムの総体がムネーメ（Mneme）と呼ばれる。一旦エ
ングラムが形成されると、次に同様の、ないし質・量的に異なる刺激を受けると、それがエクフォ
リー（Ekphorie）と呼ばれる「鍵」ないしトリガーとなって、有機体はエングラムをいわば「解錠」
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して（ekphorieren）しまう。検索して想起すると言ってもよいであろう。これをゼーモンは再生
（Reproduktion）と呼ぶのである。有機体が本能に従って再生を反復するとすれば、生命記憶とでも
言うべき本能はムネーメであるということになる。本能が遺伝するのであれば、ムネーメも遺伝す
ることになる。

しかしながらムネーメが遺伝するという主張は、同時代において最も批判を招いた部分であり、
これについては別途検討する必要がある。次稿以下では、ムネーメの遺伝に関する議論が展開され
ているゼーモンの著書の第３章以降を取り上げる。岩波版では邦訳されていない第４章以降にも、
ムネーメの遺伝問題のみならず、「和声」（Homophonie）、「同時的および継時的連合」（simultane und 

sukzendente Assoziation）、「択一的エクフォリー二項対立」（die alternativ ekphorierbare Dichotomie）
等々、おさえるべき概念が出てくる。著書『ムネーメ』の評価とその影響を見る前に、もう少しゼー
モンのテクストに分け入らなくてはならない。
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時間が経過すると、別の場所に転送され、「運動の長期記憶」となる。転送先の長期記憶の保管
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46� Ebd., S. 19.

47� Ebd., S. 20.

48� Ebd., S. 20.

49� 原文からの引用にあるように「文字や言葉」は Schrift und Sprache を訳したものである。Sprache

を言語とすると、そこには文字も含まれてしまうが、「言葉」はここでは主として音声言語を意
味しているのではないかと思われる。直前に原語を引用した mündlich に当たる方である。

50� Ewald Hering: Über das Gedächtnis als eine allgemeine Funktion der organischen Materie. a. a. O., S. 20.

51� この考え方は、ドーキンスの「文化遺伝子」ないし「文化複製子」である「ミーム」の先駆と
見ることができる。ゼーモンの「ムネーメ」が「ミーム」の原型であると筆者は考えているが
―これについては続稿で検討する―ゼーモンに文化遺伝に関する示唆を与えたのは間違い
なくヘーリングである。

52� Ewald Hering: Über das Gedächtnis als eine allgemeine Funktion der organischen Materie. a. a. O., S. 

21. （=Natur） は筆者による挿入である。
53� Wilhelm Pfeffer（1845-1920）はドイツの植物生理学者。
54� Max Verworn（1863-1921）はドイツの動物生理学者。
55� プフェファーからの引用。プフェファーのオリジナルについてゼーモンは「Bd I, 1897, §3, S. 

9-20」としているのみで詳細は不明であったが、調査の結果、以下からの引用であることが判明
した。Wilhelm Pfeffer: Pflanzenphysiologie. Ein Handbuch der Lehre vom Stoffwechsel und Kraftwechsel 
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in der Pflanze. Erster Band. Stoffwechsel. Zweite völlig umgearbeitete Auflage. Verlag von Wilhelm 

Engelmann. Leipzig 1897. S. 10.

56� Akoluth はもともとカトリック教会における「侍従」を意味し、ギリシア語の akólouthos すな
わち「付き添い人、従者」（Begleiter, Diener）の謂である。

57� 岩波版では、それぞれ一次的沈静状態と二次的沈静状態と訳されている。Indifferenz は化学用
語で「無関係、無作用」を意味し「沈静」とも訳せるが、特に der sekundäre Indifferenzzustand

は、「変化が生じた後でも見た目はバランスを保っている」という意味で「平衡」を提案したい。
58� エングラムという用語は今日でも生物学で用いられており、岩波『生物学辞典』第５版におい

ては「神経回路に形成されると仮定される記憶の痕跡。物質的には神経細胞やシナプスに起こ
る化学変化のようなものと考えられるが、その実体の詳細はまだ不明である」と説明されてい
る。岩波『生物学辞典』第５版、巌佐庸・倉谷滋・斎藤成也・塚谷裕一編、2013年、151ページ。

59� ゼーモンの挙げる例は具体的で卑近なものが多く、大変分かりやすいが、第４章以降には生物
学上の専門的な実験例も頻出するようになる。

60� 著者はたまたま梅干しを食べたことがなかった韓国人の友人に梅干しを食べさせたことがある。
見ただけで唾が出てこないかどうか聞いたところ、そんなことはない、と答え、首をひねりな
がら３粒連続で試食した。

61� ちなみにイワン・ペトローヴィチ・パブロフ（1849-1936）は奇しくも『ムネーメ』が出た1904
年にロシア人としては初めてノーベル医学・生理学賞を受賞している。

62� 植物や菌類が示す屈性のうち、重力を刺激要因とするもの。重力屈性、向地性ともいう。
63� レントゲンが X 線を発見したのは1895年である。
64� 初版ならびに第２版でも前置詞 vor（前に）が用いられているが、継時的という意味であれば、

auf（続いて）ないし nach（後に）とするほうが分かりやすいであろうと思われる。ここは原文
通り「直前」と訳した。岩波版68ページでも「直前」となっている。

65� ゼーモンはここで、先に挙げたダヴェンポートとキャノンによるミジンコを用いた実験に関す
る４つのポイントに、新たに５点目を付け加えている。「5） 刺激 a は、エングラム A が現存し
ている場合には、興奮 αよりも量的に大きい興奮を誘発する」（M-50）。このテーゼはいささか
唐突であるが、これはゼーモンの先走りで、5） は原刺激と二次的平衡状態におけるエクフォリー
作用とが一緒に働く場合（ゼーモンはこれを「和声」（Homophonie）と呼ぶ）の反応について
であり、これについては、『ムネーメ』第二部で詳述されている。

66� ゼーモンはスポーツマンで、自身にも乗馬の経験があった。福元圭太：「「ムネーメ」研究序論
―リヒャルト・ゼーモンの生涯―」同掲論文、26ページ参照。

67� ゼーモンは再び子犬の例を挙げ、人間が石を拾おうとする視覚刺激と、痛みという刺激が結合
しているとする。投石による痛みを経験したことのない犬の場合、視覚刺激が生じても、特段
の反応を示さないとするのである。しかしこの例は適切ではないと思われる。子犬が先に痛み
を感じた場合、そのあとで人が石を拾うという視覚刺激をも誘発させているかどうかわ分から
ないからである。他の例としてゼーモンは、モーガン（Lloyd Morgan: Habit and Instinct. Edward 

Arnold, London & New York 1896. S. 41 f. Some Habits and Instincts of Young Bird の章）による鳥
類の観察を挙げている。モーガンよると、鶏、キジ、ホロホロチョウ、バンの雛などは、卵か
らかえってすぐに、適度な大きさのものであればなんでもつつくという。例えば穀物の粒、小
石、パン屑、紙屑、ビーズ、タバコの灰や吸い殻、仲間の鳥のつま先、糸屑、床の染みなどで
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ある。しかし、まもなく視覚的エングラムと味覚的ないしは化学的エングラムが連合すると、
食べられないもの、まずい物をつつくのをやめる。視覚的エングラムと、味覚的（化学的）エ
ングラムが連合するのは、たいていは１度だけの経験で成立するらしい。また雛鳥たちは、黒
や金色の丸まった芋虫は食べなくなり、茶色や緑の芋虫はついばむようになる。そして黒や金
色の丸まった芋虫を見ると、逃げ出したり、警戒反応を見せたりするようになるという（M-55 

f.）。魚類の場合、エングラム連合を作り出すには反復が必要である。餌を与える人間の視覚的
エングラムと餌の味覚的（化学的）エングラムの連合が形成されるのに時間がかかるからであ
る。エディンガーの研究によれば、これには４か月を要するらしい（M-56）。我々は、手を叩
く音という聴覚的エングラムによって池の鯉が集まってくるという例をよく知っている。ちな
みに上記のロイド・モーガンの著書は、英語に堪能であったゼーモンの妻マリアによってドイ
ツ語に訳されている。Lloyd Morgan: Instinkt und Gewohnheit. Autorisierte deutsche Übersetzung 

von Maria Semon. B. G. Teubner, Leipzig und Berlin 1909.

68� ゼーモンはこのあと、エングラムの遺伝の問題になるので少し先走っているが、と断った上で、
植物の「年周期」（Jahresperiode）（M-59）について例を挙げ、広葉樹の紅葉や落葉、春に新芽
が出ることなどは―土地の高度、温帯などの場合は気温変化、熱帯の場合は湿度変化にも影
響されるが―時間的エクフォリーの範疇に入れてよいとしている。時間的エクフォリーの存
在を確かめるためにゼーモンは、１歳のブナの苗木と、種から育てたブナの苗木２本の落葉時
期ならびに発芽時期に関する実験を行った。その際温度変化を極力遮断している。それら３本
のブナとも、落葉と発芽の年周期をほぼ遵守した。温度変化という周期性の影響をいまだ自然
界で受けたことのない、２本の種から育てたブナの苗木もまた年周期を遵守したことからゼー
モンは、時間的エクフォリーが作用するという傾向性（Disposition）に遺伝的性格があるとい
うことが読み取れるとしている（M-62 f.）。
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Gedächtnis, Engramm, Ekphorie

—Von Ewald Hering zu Richard Semon—

Keita FUKUMOTO

Die vorliegende Arbeit ist die Fortsetzung meiner Forschungsnotizen „Die Mneme in Materie ― Zur 
Forschung der MnemeTheorie Richard Semons ―“ und meiner Anhandlung „Vorstudie für die ,Mneme‘

Forschung ― Das Leben von Richard Semon―“ und behandelt den im Jahr 1870 in Wien gehaltenen be
rühmten Vortrag Ewald Herings „Über das Gedächtnis als eine allgemeine Funktion der organisierten 
Materie“, der einen entscheidenden Einfluss auf die MnemeTheorie Richard Semons ausübte, sowie 
Richard Semons Hauptwerk Die Mneme als erhaltendes Prinzip im Wechsel des organischen Geschehens 
(Wilhelm Engelmann, Leipzig 1904).

Normalerweise versteht man unter dem Begriff „Gedächtnis“ die Fähigkeit, Vorstellungen oder 
Vorstellungsreihen absichtlich zu reproduzieren.  Hering fragt sich aber, ob man nicht auch von 
„Gedächtnis“ sprechen könne, wenn Vorstellungen oder Vorstellungsreihen aus der Vergangenheit 
„unberufen“ ins Bewusstsein heraufsteigen und meint, dass der Begriff des Gedächtnisses „auf alle nicht 
gewollten Reproduktionen von Empfindungen, Vorstellungen, Gefühlen und Strebungen“ auszudehnen 
sei.  Für Hering bedeutet Gedächtnis ein Grundvermögen, das „der Quell und zugleich das einende Band“ 
des ganzen Bewusstseinslebens darstelle.  Nach Hering hätten auch Tiere, Insekten oder Pflanzen ein 
Gedächtnis, das „als Äußerung des Instinkts“ anzusehen sei.  Somit sei jedes lebende organische Wesen 
ein Produkt des „unbewußten Gedächtnisses“, genauer gesagt, eine Reproduktion der vorigen Generation 
eines Organismus mit all seinen Instinkten.

Die unter dem eindeutigen Einfluss der Ideen Herings stehende MnemeTheorie Richard Semons ist 
nicht kompliziert, obwohl ihre Terminologien ziemlich sonderbar sind.  Wenn ein Organismus einen Reiz 
empfindet, wird er in ihn „engraphiert“ (= eingegraben oder eingeschrieben).  Diese engraphierten Reize 
nennt Semon das „Engramm“. „Mneme“ ist die ganze Summe der bisher in den Organismus engra
phierten Engramme.  Ein einmal gebildetes Engramm bleibt ewig im Organismus.  Empfindet der 
Organismus wieder einen gleichen oder einen qualitativ und quantitativ ähnlichen Reiz, wird das im 
Organismus latent waltende Engramm „ekphoriert“ (= etwas Vergessenes wird wieder ins Bewusstsein 
gebracht).  Dabei funktioniert der wiederholte Reiz als die „Ekphorie“, sozusagen als der Schlüssel, der die 
Mneme des Organismus entschlüsselt.  Diese Entschlüsselung der Mneme (= Gedächtnisse im weitesten 
Sinne) nennt Semon „Reproduktion“.  Wenn sich ein Organismus nach seinem Instinkt als den 
„Gedächtnissen der Leben bisheriger Generationen“ reproduziert, so sollte der Instinkt Engramm 
genannt werden.  Und wenn sich der Instinkt vererbt, müsste die Mneme als die Summe der Gedächtnisse 
der Leben bisheriger Generationen, bzw. der Gedächtnisse einer „Gattung“ eines Organismus auch 
vererbt werden.  Ob die Mneme vererbt werden könnte oder nicht, war zur Zeit Semons sehr umstritten.  

Diese Frage wird in den nächsten Abhandlungen behandelt.




